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紘,△e→ 0(γ 2リ)にならないと大 きな寄与 とならないO) これは,計算機

実験.(Matsubara etal) の結果 と consistentである ように 見える｡ し

たが って ,この modelを考えるかぎ り,嚢験 的に KDPなどで 見出されてい

る poly-dispersive natureを説明できそ うもないo

また ,､波数 dependenもな Sもatic susceptiblユityは

gqto)=
iH lV12+Wq′i

1-PJq(M2+Wq′)

であ り, p-llr- COfJrelaもionの OrnsもeinT Zerrlike型か らの可能なず

れ は Wq′が ･ T- Tc で･ qに 開す る依存性が q2からはずれ て くることか ら

生ずると考えられ るO この 甲q'と･ frequency dependenもな S･lSCePもト

bility I(a,)の中の W∴ G'(項 ま,いずれ も同 じ multi S･Pln Cluster

functionsから生ずる termであ り,その意味にお いて, polydispersive

nature と,Ornstein- Zernike型か らのずれは,関係があ るということ

になるO (mulも1-SPin cluster fn_を無視する近似.にお t/､て･,Ji,mono

- dispersiveでかつ,P_air correlat10nは ,OrrlSteln-Zernike

型 しか得 ることができない O
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庄Iaubermodelにもとづき. flucもuatiorlが大きい場合 の緩和過程に

及ぼす非線形効果を論 じた｡詳経は J.苧hys.Soc. (Ja.pa.n) 25日967)

252- 240に発表 してあるO
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